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環境経営レポート

　２０２２年度　　（対象期間：２０２２年６月１日～２０２３年５月３１日）48期

作成日　：　2023年6月1日



１、組織の概要

２、環境経営方針

３、実施体制図（役割・責任・権限表）

４、環境経営目標

５、環境経営計画
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８、環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　並びに違反、訴訟等の有無

７、問題点の是正処理及び予防処置の結果



１）事業所名及び代表者名

株式会社共栄建設

代表取締役　関　公子

２）所在地

本社 〒３８９－０５１７

長野県東御市県５２９番地１

電話０２６８－７５－２２３１

倉庫 長野県東御市和1978-7・1980-2

４名

渡邉修

７）事業の規模

資 本 金 ２０００万円

事 業 年 度 ６月～５月　（47期）

８）認証・登録範囲 全組織・全活動

設 立 昭和５０年１０月

１、組織の概要

３）事業内容 総合建設業（建築工事・土木工事）

４）従業員数

５）環境管理責任者



株式会社共栄建設

環 境 経 営 方 針

＜基本理念＞

＜行動指針＞

１．具体的に次のことに取り組みます。

①電力・自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②使用原材料の省資源、廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進

③地域の環境にあった設計の提案・計画・工法の取組

④水資源の節水

⑤地域の緑化保護等などのボランティア活動

これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めま
す。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

改定日：2020年7月3日

２、環境経営方針

私たちは、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が人類共通の重要
課題と考えています。
建設業活動における環境負荷の低減や社会に貢献し、社員一丸となって自主的・積極的に、環境への取
組を進めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長     関　公子 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社共栄建設



・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

環境事務局

従業員

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

環境管理
責任者

３、実施体制

株式会社共栄建設実施体制図及び役割・責任・権限表

代表者
統括責任者



54

緑化保護等のボラン
ティア活動

電力の二酸化炭素調整後排出量換算値(FIT)　（中部電力・2018　0.452kg-CO2/kwh）

市・地域主催のイベントに参加

二酸化炭素の排出量の削減
（kg-co2) 15,747 15,432 15,117 14,802

産業廃棄物の削減
（ｔ）

426 417 409 400

一般廃棄物の削減
　（t）

0.0150

水資源の削減
（m3）

57 56 55

0.0147 0.0144 0.0141

3,646 3,571 3,497

液化石油ガス（LPG) 267 262 256 251

灯油使用量の削減
　（kg-co2）

2,246 2,201 2,156 2,111

8,954

2,089

４、環境経営目標

環境目標項目
基　準　値
２０１８年 ２０１９年度

（９８％）
２０２０年度

（９６％）
２０２１年度

（９４％）

数　　値　　目　　標

ガソリン使用量の削減
(kg-co2）

9,628 9,435 9,243 9,050

電気使用量の削減
（kg-co2）

3,720

248

0.0139

396

53

２０２３年度
（９2％）

14,487

3,422

8,858

2,066

246

0.0138

392

52

２０２２年度
（９3％）

14,644

3,460



・空調温度の管理（冷房２5℃暖房２6℃）

・使用していない事務所の電気・空調を切る。

・電気商品の節電化

・効率的なルートでの移動（乗合わせ）

・アイドリングストップ

・ウォームビズの推進

・使用していない事務所での暖房OFF

・空調温度の管理（暖房２６℃）

・必要以上の使用に気を付ける。

・裏紙使用での紙の削減

・現場での材料の再利用（養生・看板等）

・両面コピーの活用

・紙類（封筒他）の再利用

・リサイクルの出来る商品の購入

・ITの活用

・節水の推進

・洗車を減らす
水資源の削減

（m3）
53

緑化保護等のボラン
ティア活動

・清掃・花植えの参加

産業廃棄物の削減
（ｔ）

396

ガソリン使用量の削減
(kg-co2）

8,954

灯油使用量の削減
　（kg-co2）

2,089

一般廃棄物の削減
　（t）

0.0139

液化石油ガス（LPG)
（kg-co2)

248

５．環境経営計画

環境目標項目
目標値

２０２２年
目標取組内容

電気使用量の削減
（kg-co2）

3,460



kwh

kg-co2

ℓ

kg-co2

ℓ

kg-co2

ｋｇ

kg-co2

15,747 14,644 16,072 ×

89 83 99

二酸化炭素の排出量 kg-co2

×上下水道 ｍ3 57 53 55

〇

一般廃棄物 t 0.0156

緑化保護等のボランティア活動 ・清掃・花植えの参加

(電力の二酸化炭素調整後排出量換算値2022年度実績は0.377kg-co2/kwh)

0.0139 0.0230 ×

産業廃棄物 t 404 396 258

8,954 10,689

×

灯油
902 839 627

〇
2,246 2,089 1,563

液化石油ガス（LPG)
267 248 297

６．活動実績とその評価

環境目標項目
基準値

２０１８年
目標値

２０２２年
実績

２０２２年
評価

電力
7,500 6,975 9,346

×
3,720 3,460 3,523

ガソリン
4,150 3,860 4,607

×
9,628

kg-co2 kg-co2 kg-co2 kg-co2 kg-co2

二酸化炭素の排

出量
電力 ガソリン 灯油

液化石油ガス

（LPG)

目標値 14,644 3,460 8,954 2,089 248

今期 16,072 3,523 10,689 1,563 297
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t t ｍ3

一般廃棄物 産業廃棄物 上下水道

目標値 0.0139 396 53

今期 0.0230 258 55
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・空調温度の管理（冷房２5℃暖房２6℃）

・使用していない事務所の空調を切る。

・電気商品の節電化

・効率的なルートでの移動（乗合わせ）

・アイドリングストップ

・ウォームビズの推進

・使用していない事務所での暖房OFF

・空調温度の管理（暖房２６℃）

・裏紙使用での紙の削減

・両面コピーの活用

・紙類（封筒他）の再利用

・ITの活用

・リサイクルの出来る商品の購入

・現場での材料の再利用（養生・看板等）

・節水の推進

・事務用品のグリーン購入

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般廃棄物の削減
　（kg）

廃プラの削減
（t）

産業廃棄物の削減
（ｔ）

・目標達成出来ました。
・古い紙の廃棄が多かった。

・ボランティア団体に所属し、年間に何度か活動している。
・建設業協会でのボランティア活動参加をしている

水

使

用

料

削

減
水資源の削減

（m3）

・目標達成できなかった。 ・事務所やお店の使用量が増えた事
や、暑い日が多くなり、プランターの
水くれ頻度が増えた。

・手洗いや、プランターの水くれは削
減できないので、現状を維持できる
か様子を見たいと思います。

グ
リ
ーン

購

入
グリーン購入の推進

（%）

・環境に配慮した商品が増えてきたので、
きちんと推進していきたい。

社会貢献
緑化保護等のボラン

ティア活動

・使用している紙の量が少し減って
きたように思われますが、
古い資料等の廃棄が増えていくか
と思います。
・両面のコピーの活用やメール等
の活用が増えた。

・工事によって排出量が変わるの
で、現状維持をしたいと思います。

７. 問題点の是正処理及び予防処置の結果

環境目標項目 目標取組内容 確認評価事項 問題点・確認評価における原因

・冬のお湯の使用量が増えている為
だと思います。

・気候により変動しているように思い
ますので、様子を見ながら検討した
いと思います。

是正処理及び予防
次年度の取組内容

電気使用量の削減
（kｗｈ）

・目標が達成できませんでした。 ・エアコンの使用量が増えていること
と、エアコンの効きが良くなかったか
と思われます。

・熱中症対策として温度を高めに
設定し、事務所は不在でも冷やす
ようにしました。エアコン機器の見
直しをしながら様子を見たいと思
います。

ガソリン使用量の削減
(ℓ）

・目標が達成できなかった。
・ガソリンの使用量が増加してい
る。

・事務所に居ない時は暖房を切る
か、小さくつけていました。
・ガソリンの使用量が増えておりま
すが、車での移動が多かった事
と、暖房の使用が増えていること
が原因かと思います。

・車での移動の効率化をはかりた
いと思います。
このまま継続して様子を見たいと
思います。

灯油使用量の削減
　（ℓ）

・使用量が増えてしまった。・不必要な使用をしないようにする。
液化石油ガス（LPG)

（ｋｇ）

二
酸
化
炭
素
排
出
量



確認日：2023年6月1日

実施時期 評価

一般廃棄物・産業廃棄物
契約時
変更時

○

分別解体及び再資源化
契約時
変更時

○

設計
施工時

非該当

フロン排出抑制法 施工時 非該当

契約時
作業時

○

新エネルギー法
設計
施工時

非該当

騒音規制法 常時確認 ○

振動規制法 常時確認 ○

水質汚濁防止法 常時確認 〇

設計
施工時
竣工時

非該当

購入時 ○

違反、訴訟等の有無

当社における環境関連法規は上記のとおりです。

環境管理責任者が法規の遵守事項について確認をし、過去３年現在まで違反、訴訟及び苦情等は

ございませんでした。

グリーン購入法 エコ・グリーン商品使用 エコ・グリーン商品優先購入使用

建築物設計時に自然エネルギー
の利用の提案

太陽光発電システムの設置状況
等

低層型建設機械の使用
低層型工作機械の使用
作業時間の規制の徹底

施工計画書作成時における建設
機械の選定及び現場機械使用
状況の確認

低層型建設機械の使用
低層型工作機械の使用
作業時間の規制の徹底

施工計画書作成時における建設
機械の選定及び現場機械使用
状況の確認

汚濁水の河川流出への防止方法の
検討
現場内使用燃料の保管方法の検討

定期的な水質検査（PH)の確認
オイルパンの設置状況
オイルマットの設置状況

化学物質規制法

特定化学物質等の除去作業は専門業者
に依頼
建築工事におけるホルムアルデヒド等の
含まれない材料の使用

試験結果による書類提出
材料承認等にて確認

省エネ法 低燃費型の建設機械の使用 車検証及び年次点検表の確認

建設リサイクル法
廃棄物搬出状況
搬入状況写真
ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理

オゾン層保護法
省エネルギー住宅の計画施工
化石燃料の使用量の削減

住宅竣工後の建築主協力による
温度記録等

フロン回収専門業者によるフロン
ガスの回収

許可業者の選定

８、関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

法律名等 適用される要求項目 確認方法

廃棄物処理法
廃棄物搬出状況
搬入状況写真
ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理



（１）全体評価

①環境管理システムについては特に問題なく、引き続き運用改善を推進してまいります。

②外部からの苦情・関連法規の違反はありませんでした。

（２）見直し結果と変更指示

会社全体で環境での取り組みを心掛けて参りましたが、今期はガソリンなどの増加が

目立ち、目標に達成できませんでした。

毎日小さな事から心掛けておりますが、常に環境の事に注意を払っていると

ケガや、熱中症、忘れ物などが増えたりしますので、自然に実行できればと思います。

また、少人数ですので、数字の評価ばかりでは無く、、お客様への提案として、暖かい家づくりや

子どもや高齢者に優しい生活環境づくりを心がけて欲しいです。

株式会社　共栄建設

代表取締役　　関　公子

2022年5月30日

環境経営計画 無

その他のシステム要素 無

環境経営活動の実施体制 無

環境経営目標 無

９、代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し項目 指示の有無 有の場合の指示事項等

環境経営方針 無


